
 

 

 
令和５年度  
                                高岡市立川原小学校 

 
重点目標達成のための行動計画（アクションプラン）      

  具体的な達成目標 

１ 考えを伝え合い、深めよう     ・相手の言いたいことを考えて聞く。          80％ 

２ 互いを思いやり、助け合おう    ・「あったか言葉」を進んで使う。           80％ 

３ 健康な心と体を作ろう       ・１日２０分以上運動や運動遊びで体を動かす。          80％ 
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 （知）の項目では、聞く視点を明確にして集中して話を聞く児童が増えた。一方で、他と比較したり、異なった

立場から考えたりして自分の意見を伝えることには課題がある。特に、できる児童とできない児童に差がある。（徳）

の項目では、道徳の時間や児童会主催の異学年交流等の充実により、「あったか言葉」を意識して使い、互いを思

いやる言動がみられた。礼儀正しく、挨拶も上手にできる児童が大半であるが、地域の人や来客に対して挨拶する

児童は限られており、習慣化していない面がある。（体）の項目では、マラソン大会に向けての練習や縄跳びなど、

自分の目標をしっかりと決めて記録を伸ばそうと努力する姿があった。一方で、一昨年度に児童が話し合って決め

た「川原っ子メディアの約束」を守っている児童は 60％台と低かった。「川原っ子メディアの約束」の見直しをす

るなど、全校体制で取り組むことにより、自主的に健康な生活を実践する能力を発達段階に応じて身に付ける必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 互いの意見に質問をして、相手の

言いたいことをより分かろうとす

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「あったか言葉」を使ったり、進

んで挨拶を交わしたりすること

で、気持ちよく過ごそうとする意

識を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 体を動かすことが楽しいと思え

るようにし、進んで運動しようと

する意識を高める。 

 

① 学習ガイドと話す聞くボードを

活用する。  

② 質問タイムを学習の中に意図的

に設定する。 

（教師…１日に２、３回質問タイム

を設定する。） 

（子供…１日に１回以上質問をす

る。） 

 

 

① 児童会を中心に、あったか言葉

を広める活動や挨拶運動等を工

夫する。 

② 道徳科等で相手の気持ちを考え

た言葉遣いや挨拶について考え

る機会を充実させるとともに、

実践化を図る。 

③ 取組の様子をホームページで紹

介し、家庭との連携を図る。  

① 運動に関する実態を把握する。 

② 保健体育委員会が中心となり、

様々な運動を知らせ、全校で運

動を楽しむ機会を設ける。 

③ 「とやまゲンキッズ作戦」を活

用し、保護者とも連携しながら

メディアの時間や生活リズム

を整えられるようにする。 

   

 

 

 

 

 

 

○アンケート形式による児童の自己評価、教員、保護者の評価を実施する。      

○学校評議員への評価結果の説明を行い、助言を求める。保護者には、学校だより、ホームページ、保護者会や PTA の

会議等を通して公表する。                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教職員、児童、保護者を対象に学校評価を実施する。 

・学校評議員による学校評価を実施する。       

・学校評価のうちのアクションプランの結果を学校だよりやホームページで公表する。 

 

 

 

 

 

 アクションプラン推進委員会で年度末の評価結果を分析し、効果があったことは継続、効果のあまりみられなか

ったことについては、方策を再考するなど、次年度の取組内容や方策を検討する。 

 

 

 

 ○評価が高い場合は、達成率を少し高い数値に変更して取り組む。 

 ▲評価が低い場合は、目標値の適正さと対応策を検討し、改善して取り組む。 


